
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和５年度 滋賀県がん診療連携協議会 第１回診療支援部会 

開 催 日 時 令和５年６月２７日（火）１４時００分～１４時３５分 

開 催 場 所 Zoom会議による意見交換 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院   谷 眞至（部会長） 

大津赤十字病院         辻 將公（副部会長） 

滋賀県立総合病院        中村 敬哉（副部会長） 

公立甲賀病院          三好 薫人 

彦根市立病院          仲原 民夫 

高島市民病院          水流 輝彦 

市立大津市民病院        髙見 史朗 

長浜赤十字病院         谷口 正展 

東近江総合医療センター     目片 英治 

滋賀県歯科医師会        秋吉 美智彦 

滋賀県薬剤師会         大西 延明 

滋賀県看護協会         松並 睦美 

滋賀県病院薬剤師会       須藤 正朝 

滋賀県歯科衛生士会       土屋 奈美 

滋賀県放射線治療連絡協議会   山内 智香子 

滋賀県健康医療福祉部      細田 崇史 

滋賀県立総合病院        野間 幸夫 

 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院   前川 久美子 

滋賀医科大学医学部附属病院   中川 聖子 

滋賀医科大学医学部附属病院   渡部 唯 

                                    （敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

市立長浜病院          小坂 恭弘 

淡海医療センター        戸川 剛 

済生会滋賀県病院        増山 守 

近江八幡市立総合医療センター  石川 博己 

滋賀県医師会          重永 博 

滋賀県診療放射線技師会     宮田 勝功 

 

【準部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院   醍醐 弥太郎 

 

【オブザーバー】 

滋賀県がん患者団体連絡協議会  菊井 津多子 

（敬称略） 

議 事 概 要 １．報告等 

・今年度からの新規部会員及びオブザーバーの紹介があった。 

・本部会の役割について所管事項の説明があった。 



 

 ・前回の部会の議事概要について再度確認の依頼があった。 

 

２．議題 

（１）令和５年度の取組について 

１）アクションプラン(案)について 

谷部会長より資料１に基づき、今年度のアクションプラン及び年間スケジュールについ

て説明があり、昨年度と同様とすることが了承された。 

 

２）ＰＤＣＡサイクル(案)について 

  谷部会長より資料２に基づき説明があり、今年度のＰＤＣＡサイクルについて、昨年度

と同様とし、Ｐｌａｎ（計画）を「がん情報サイトの閲覧回数」、Ｄｏ（実行）を、「サイ

トの充実」とすることが了承された。 

 

３）「がん診療連携拠点病院等のがん診療に関する機能分担の評価の検討」、「がん医療の質

の向上に向けたアウトカム評価の検討」 

  谷部会長より資料３－１、３－２に基づき説明があった。滋賀県のホームページ「がん

情報しが」に掲載している「がん診療に関するトピックス」について、各病院に照会し、

新着情報順、医療圏別・病院別に取りまとめた。追加、修正等あれば、事務局まで連絡す

ることとし、更新した一覧表について「がん情報しが」に掲載することが了承された。 

 

４）治療法一覧について 

  谷部会長より資料４－１、４－２に基づき説明があった。「がん情報しが」に掲載してい

る「治療法一覧」について、各病院に照会し、追加・修正分を赤字で示している。さらに、

追加、修正等あれば、事務局まで連絡することとし、更新した一覧表について「がん情報

しが」に掲載することが了承された。なお、治療法は多岐にわたり、基本的に保険診療と

していることから、特殊な治療法等は掲載されていない場合もあるとの補足があった。 

 

５）各団体の取組について 

 本日の出席者より、各団体の今年度の取組予定について、資料５に基づき情報共有があ

った。 

 

（滋賀県歯科医師会 秋吉部会員より） 

昨年同様「口腔がんチェック」事業を引き続き実施する。コロナ禍の影響はとくにな

いとの補足があった。 

 

（滋賀県薬剤師会 大西部会員より） 

服薬指導のスキルアップを図るため、がん関連研修会に参画すること、「在宅ホスピ

ス薬剤師」のフォローアップ研修の対面開催を検討していく。 

 

（滋賀県看護協会 松並部会員より） 

   今年度は在宅看護をテーマとしてがん看護研修会を開催予定である。 

            

（滋賀県病院薬剤師会 須藤部会員より） 

今年度の滋賀県がん薬物療法conferenceは例年通り３回、いずれもwebにて開催を予

定している。対面開催は来年度以降にしたい。直近は令和５年７月５日（水）に実施す

る。可能であれば、今年度は９月にも開催できないか検討中である。 

 

（滋賀県歯科衛生士会 土屋部会員より） 

令和６年１月２１日（日）にがん医療に関する研修会（内容未定）の開催を予定して



 

いる。今年度も積極的に他団体の研修等に参加し、知識の向上を図りたい。 

 

（滋賀県放射線治療連絡協議会 山内部会員より） 

年２回の連絡協議会世話人会・研修会については対面開催を予定している。その他、

資料に示す取組を実施する。  

 

６）ホームページの拡充 -ＨＰ「がん情報しが」のアクセス状況- 

 谷部会長より資料６に基づき説明があった。令和４年度は「がんを知る」、「がんを治す」、

「ともに生きる」、「予防と検診」について市民の皆様の興味が集まっていることがわかり、

令和５年度も引き続き内容の充実に協力いただきたいとの依頼があった。 

「妊孕性（にんようせい）温存療法および温存後生殖補助医療」のリンク先である「が

ん・生殖医療ネットワーク（OF-Net Shiga）」の情報が大幅に変更になったと情報共有があ

った。また、がんゲノム医療については日々進歩しており、取扱いのある医療機関が発信

している情報を参照いただきたいとの補足があった。 

 

７）県からの情報提供 

滋賀県より資料７に基づき説明があった。令和５年度は滋賀県のがん対策推進計画第４

期の策定年となっており、滋賀県がん対策推進協議会に於いて７月末までに骨子案、１１

月に素案、３月に最終案をご協議いただく予定である。 

 令和５年度の新規・拡充事業として、「がん情報しが」のホームページにスマートフォ

ンでのアクセスが可能になるよう改修を行うこと、アピアランスケアサポートは滋賀県の

全市町を対象とすることとなったとの報告があった。 

また、令和５年度予算（滋賀県のがん対策の概要）の修正箇所として、今年度４月１日

付で滋賀医科大学医学部附属病院が、「がんゲノム医療拠点病院」に指定されたことより、

事業名の８の「がんゲノム医療体制整備事業」は削除となった旨、補足があった。 

そ の 他 特になし  

 以上のとおり報告します。                        令和 ５年 ７月１８日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 足立 壯一 様 

   診療支援部会 部会長 谷 眞至 


